
基調講演では児玉孝日本薬剤師会副会長

が、「薬は薬害の原因物質であるが、被害を

拡大させるのは人。薬は本来、人体にとって

異物であり、薬の副作用を食い止めるには、

基礎薬学が最も重要であることを、皆さんは

留意していただきたい」と呼びかけた。

続いて薬学生からの発表では、山本貴博氏

（城西大学３年）が、「薬学生の集い」が所属

する世界薬学生連盟（ＩＰＳＦ）で実施中の

「薬学教育に対する実態調査」（Moving on

Ⅱプロジェクト）の現在までの結果分析につ

いて発表した。

山本氏は、「薬学生は国家試験に受かるた

めの勉強しかしておらず、それ以外の講義に

あまり関心がない」傾向が強いことを報告。

その現れとして、「大学生活の

中で、自ら学ぼうという姿勢に

欠けている」「学問を根本から

理解しようとしない」ことの２

点を指摘した。

さらに、「薬学生が自主性を

持たないのは、他の医学系学部

に比べ、薬学部には臨床経験の

ある教員の割合が少なく、現場

の具体的な話を聞

く機会があまりな

いため、自分が目

指す薬剤師像が見

えてこないことが

大きい」と分析。

「教育とは、行う

側と受ける側がい

て初めて成り立つもの。教員と学生が意見交

換できる場を作り、話し合いを行うことで、

よりよい教育が受けられるようになる方向が

理想的だと思う」と述べた。

山内可南子氏（東京理科大３年）も現在の

薬学教育の問題点について、「知識を得るだ

けの場になっているような気がする。その原

因は、得た知識を医療現場でどのように生か

すことができるか、具体的にイメージできな

い学生が多いからだと思う」と発言した。
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背景に臨床経験ある教員の不足が
全国の薬局、病院診療所、行政機関、メーカー、卸など様々な分野で活躍す

る薬剤師が一堂に会する第39回日本薬剤師会学術大会が10月８、９の両日、福

井市のフェニックス・プラザをメイン会場に開催された。プログラムの一つと

して「薬学教育改革への薬学生からのメッセージ」をテーマとした薬学生によ

るサテライトシンポジウムが行われ、薬学生が自ら学ぶ姿勢に欠けているのは、

学生の周囲（大学）に臨床経験のある教員が少なく、目指すべき薬剤師像が見

えないことに起因しているとの指摘がなされた。
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講演する山本氏

一般演題でも多くの研究発表

薬学教育に関しては、一般演題でも数多

く発表された。薬学生の長期実務実習を円

滑に受け入れるための取り組み、薬科大学

の新たな教育へのチャレンジなど、様々な

視点から研究が行われている。

このうち千葉県の古山薬局等からは、新

１年生の早期体験学習を受け入れた経験が

報告された。薬剤師側が考えていた以上に、

学生たちは学問に真摯な姿勢で臨んだと

し、１年生で開く薬学、薬剤師への芽が、

大きく育つような教育を検討すべきと指摘

した。


